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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
リ
リ
シ
ズ
ム
　
浪
漫
ロ
マ
ン
ス
　
色
々
　
大
連

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
８
３
１
Ｔ

【
作
者
名
】

　
ｍ
ａ
ｔ
ｓ
ｕ
ｕ
ｒ
ａ

【
あ
ら
す
じ
】

　
　
今
、
厳
し
い
日
本
の
現
実
に
疲
れ
が
ち
な
人
が
、
浪
漫
ロ
マ
ン
ス
を
求
め

て
大
連
に
や
っ
て
来
る
。

　
大
連
と
い
う
名
前
は
、
ロ
シ
ア
が
東
清
鉄
道
の
終
着
駅
を
設
け
て
、
「
ダ
ー

リ
ー
ニ
ー
（
Д
а
л
ь
н
и
й
；
 

「
遠
い
」
）
と
、
名
付
け
た
の
が
由
来
ら

し
い
。

　
大
連
で
は
、
浪
漫
ロ
マ
ン
ス
が
時
代
を
超
え
、
形
を
変
え
て
生
き
て
い
る
よ

う
だ
。

　
作
者
も
、
日
本
で
は
与
え
ら
れ
な
い
安
ら
ぎ
を
大
連
で
与
え
ら
れ
た
ひ
と
り
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だ
。
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２
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ｖ
ｅ
Ｌ
ｓ
 

投
稿
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大
連
は
、
日
本
人
の
故
地
で
あ
る
。

こ
ち

　
魏
晋
の
時
代
に
は
三
山
と
呼
ば
れ
、
唐
代
に
は
三
山
浦
、
明
清
時
代
に
は
三

山
海
口
、
青
泥
?
口
と
称
さ
れ
た
。

チ
ン
ニ
ワ
コ
ウ

　
そ
の
後
、
ロ
シ
ア
が
東
清
鉄
道
の
終
着
駅
を
設
け
て
、
「
ダ
ー
リ
ー
ニ
ー
（

Д
а
л
ь
н
и
й
；
 

　
遠
い
）
」
と
、
名
付
け
た
。
そ
れ
が
、
「
大
連
」
と

い
う
名
前
の
由
来
ら
し
い
。

　
今
の
大
連
駅
は
１
９
３
７
年
に
建
て
ら
れ
た
。
東
京
の
上
野
駅
と
似
て
い
る
。

作
り
は
、
空
港
の
よ
う
な
構
造
で
、
２
階
が
出
発
ホ
ー
ム
、
１
階
が
到
着
ホ
ー

ム
に
な
っ
て
い
る
。
大
連
駅
の
北
口
に
は
凱
旋
広
場
が
あ
る
。
地
下
鉄
は
建
設

中
だ
。

　
大
連
港
は
ア
ジ
ア
で
も
有
数
の
港
で
不
凍
港
だ
。
貿
易
の
拠
点
と
し
て
整
備

さ
れ
た
。
４
つ
の
埠
頭
が
あ
る
。
ロ
シ
ア
が
ひ
と
つ
、
残
り
３
つ
を
日
本
が
建

築
し
た
。

　
終
戦
時
に
は
、
多
く
の
日
本
人
大
陸
引
揚
者
が
大
連
港
か
ら
舞
鶴
へ
帰
国
し

た
。

　
大
連
の
市
街
地
は
、
パ
リ
を
モ
デ
ル
に
し
て
都
市
創
り
が
行
わ
れ
た
。
今
は
、

セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
ジ
ャ
ー
ニ
ー
世
代
の
旅
行
者
も
減
り
、
都
市
再
開
発
で
そ
の

風
情
も
薄
れ
て
来
た
。

　
大
連
市
政
府
の
前
の
広
場
に
あ
っ
た
ス
タ
ー
リ
ン
像
も
、
旅
順
に
引
越
し
し

た
。
こ
こ
に
も
、
思
想
と
時
代
の
変
遷
を
感
じ
る
。

　
大
連
は
、
浪
漫
ロ
マ
ン
ス
を
感
じ
さ
せ
る
。
感
じ
る
浪
漫
ロ
マ
ン
ス
は
人
そ

れ
ぞ
れ
だ
。
何
に
、
浪
漫
ロ
マ
ン
ス
を
求
め
る
の
か
も
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
。

　
浪
漫
と
は

ロ
マ
ン

一
、
浪
漫
に
は
、
経
緯
が
あ
る
。
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
構
想
と
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク

ロ
マ
ン

タ
テ
ヨ
コ

な
筋
立
て
を
経
と
し
、
青
春
の
叙
情
性
と
深
く
湛
え
ら
れ
た
神
秘
性
な
ど
を
緯

タ
テ
イ
ト

リ
リ
シ
ズ
ム

た
た

ヨ
コ
イ
ト

と
し
て
織
り
成
さ
れ
た
物
語
だ
。

二
、
厳
し
い
現
実
（
退
屈
な
毎
日
の
生
活
）
に
疲
れ
が
ち
な
人
々
が
、
潤
い
や
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安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
し
て
や
ま
な
い
世
界
。
ま
た
は
、
そ
れ
を
求

め
る
心
だ
。

　
ロ
マ
ン
ス
と
は
、
自
分
も
肖
り
た
い
清
純
で
理
想
的
な
恋
愛
。

あ
や
か

　
大
連
は
、
坂
之
上
の
雲
で
も
舞
台
に
な
っ
た
旅
順
２
０
３
高
地
が
あ
る
。
老

鉄
山
と
い
う
温
泉
は
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
。

　
大
連
に
は
浪
漫
ロ
マ
ン
ス
が
良
く
似
合
う
。
浪
漫
ロ
マ
ン
ス
も
色
々
な
形
に

変
形
す
る
、
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
。
気
疲
れ
し
な
い
街
だ
。

　
大
連
に
来
た
日
本
人
で
、
鯛
焼
き
を
焼
く
小
母
さ
ん
、
コ
ロ
ッ
ケ
屋
を
開
業

し
た
ヤ
ン
キ
ー
風
の
お
兄
ち
ゃ
ん
、
語
学
研
修
に
来
て
和
服
で
ヤ
ン
グ
チ
ャ
イ

ニ
ー
ズ
を
追
い
か
け
る
小
母
さ
ん
、
野
球
三
昧
、
ゴ
ル
フ
三
昧
、
カ
ラ
オ
ケ
三

昧
な
ど
様
々
な
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
日
本
人
が
い
る
。
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
オ
ン
リ
ー
の
旅
行
者
も
や
っ
て
来
る
。

　
彼
ら
に
と
っ
て
、
今
の
大
連
は
「
王
道
楽
土
」
（
公
平
で
思
い
や
り
の
あ
る

政
治
が
行
な
わ
れ
て
い
る
平
和
で
た
の
し
い
と
こ
ろ
）
な
の
だ
。

　
彼
も
そ
の
一
人
だ
っ
た
。
彼
は
、
大
連
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
ー
パ
ー
ク
に
在
る
日

系
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
会
社
で
働
い
て
い
た
。
転
勤
で
大
連
に
来
た
。
彼
は
こ

の
会
社
に
入
社
す
る
前
、
水
商
売
を
や
っ
て
い
た
変
り
種
だ
。

　
当
初
、
彼
は
、
フ
ラ
マ
ホ
テ
ル
に
住
ん
で
い
た
。
食
事
は
外
食
だ
。
夜
は
い

つ
も
、
フ
ラ
マ
ホ
テ
ル
か
ら
歩
い
て
３
分
ぐ
ら
い
の
「
郷
里
」
と
い
う
居
酒
屋

き
ょ
う
り

で
食
事
を
し
て
い
た
。
私
も
、
彼
と
「
郷
里
」
で
知
り
合
っ
た
。
私
の
１
０
年

来
の
友
人
が
、
そ
の
居
酒
屋
で
料
理
長
を
し
て
い
た
。

　
彼
は
、
そ
の
居
酒
屋
で
彼
女
と
巡
り
合
っ
た
。
彼
に
は
、
運
命
の
出
会
い
だ

っ
た
。
彼
女
は
そ
の
店
で
服
務
員
を
し
て
い
た
。
彼
は
中
国
語
が
で
き
な
い
が
、

ウ
エ
ー
ト
レ
ス

彼
女
は
日
本
語
が
堪
能
だ
っ
た
の
で
、
二
人
の
意
思
疎
通
は
難
し
く
な
か
っ
た
。

　
彼
は
一
人
暮
ら
し
が
退
屈
で
寂
し
く
、
時
が
経
つ
に
つ
れ
て
益
々
彼
女
に
夢

中
に
な
っ
た
。
彼
は
、
フ
ラ
マ
ホ
テ
ル
か
ら
ア
パ
ー
ト
に
引
っ
越
し
て
、
彼
女

と
同
棲
し
た
。
彼
女
も
「
郷
里
」
を
辞
め
た
。
独
り
占
め
し
た
い
と
い
う
双
方

ト
ン
ジ
ュ
イ

の
利
害
関
係
が
一
致
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
彼
ら
の
行
方
に
興
味
津
津
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
彼
ら
の
幸
せ
な
生
活
も
長
続
き
し
な
か
っ
た
。
彼
が
大
連
に
来
て
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か
ら
３
年
目
に
、
東
京
支
社
へ
の
転
勤
の
辞
令
が
下
り
た
。

　
彼
は
、
東
京
に
帰
り
た
く
な
か
っ
た
。
色
々
な
手
段
を
使
っ
て
帰
国
を
引
き

伸
ば
し
た
が
、
引
き
伸
ば
し
工
作
に
も
限
界
が
あ
っ
た
。

　
彼
は
、
寂
し
く
東
京
に
帰
っ
た
。

「
離
婚
し
て
欲
し
い
」
と
、
彼
は
彼
の
妻
に
言
っ
た
。

「
突
然
、
一
方
的
に
離
婚
話
を
さ
れ
て
も
困
る
」
と
、
彼
の
妻
は
言
っ
た
。

　
離
婚
調
停
は
、
養
育
費
や
慰
謝
料
の
問
題
で
長
引
い
た
。
彼
が
大
連
か
ら
居

な
く
な
っ
て
３
年
経
っ
た
。

離
婚
の
話
し
合
い
も
落
ち
着
い
て
、
今
年
、
彼
女
と
東
京
で
結
婚
す
る
。
彼
が
、

大
連
へ
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
間
、
彼
女
が
東
京
へ
彼
の
面
会
に
行
っ
た
。

　
彼
は
、
転
勤
で
大
連
に
来
て
、
浪
漫
ロ
マ
ン
ス
を
拾
っ
て
帰
っ
た
。

　
転
勤
は
、
企
業
の
中
で
勤
務
地
が
変
わ
る
こ
と
だ
。

　
現
実
に
は
、
転
勤
で
大
連
に
や
っ
て
来
て
、
浪
漫
ロ
マ
ン
ス
を
拾
っ
て
帰
る

人
が
多
い
。

　
厳
し
い
日
本
の
現
実
（
退
屈
な
毎
日
の
生
活
）
に
疲
れ
が
ち
な
人
々
が
、
日

本
で
は
与
え
ら
れ
な
い
潤
い
や
安
ら
ぎ
を
求
め
て
大
連
に
や
っ
て
来
る
。

　
哀
愁
を
伴
う
よ
う
な
青
春
の
叙
情
性
を
取
り
戻
し
、
忘
れ
か
け
て
い
た
浪
漫

リ
リ
シ
ズ
ム

ロ
マ
ン
ス
を
見
つ
け
る
。

　
浪
漫
ロ
マ
ン
ス
を
見
つ
け
た
と
同
時
に
、
悲
惨
な
家
庭
の
崩
壊
が
待
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。

　
大
連
の
人
々
は
、
今
で
も
日
本
の
男
を
「
大
男
人
主
義
」
だ
と
思
っ
て
い
る

ダ
ー
ナ
ン
レ
ン
ジ
ュ
ウ
イ
ー

人
が
多
い
。

　
だ
が
、
こ
の
言
葉
は
日
本
語
で
は
な
い
。

　
意
味
は
、
日
本
の
「
亭
主
関
白
」
に
近
い
。
女
性
は
、
男
性
の
言
う
こ
と
を

聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
を
指
す
。

　
結
婚
前
の
独
身
の
段
階
か
ら
「
大
男
人
主
義
」
と
言
う
言
葉
を
使
う
の
で
、

「
亭
主
関
白
」
と
も
少
し
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
違
う
。

「
大
男
人
主
義
」
と
い
う
言
葉
は
、
台
湾
か
ら
大
陸
へ
渡
っ
て
来
た
と
推
察
す

ダ
ー
ナ
ン
レ
ン
ジ
ュ
ウ
イ
ー

る
。

「
日
本
は
今
で
も
大
男
人
主
義
が
、
罷
り
通
っ
て
い
る
の
か
」
と
、
大
連
の
人
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に
よ
く
問
わ
れ
る
。

　
そ
の
た
び
に
、

「
日
本
に
は
大
男
人
主
義
と
言
う
言
葉
は
無
い
。
そ
の
よ
う
に
外
国
人
の
目
に

映
る
の
だ
。
日
本
の
女
性
は
賢
く
、
日
本
の
男
は
ア
ン
ダ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（

Ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
 

Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｒ
ｏ
ｌ
）
さ
れ
て
い
る
」
と
、
私
の
友
人
は
答
え
る
。

　
今
で
も
、
大
連
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
、
日
本
の
「
大
男
人
主
義
」
の
場
面
が

出
て
く
る
と
視
聴
率
が
上
が
る
そ
う
だ
。
「
大
男
人
主
義
」
と
い
う
言
葉
に
は

大
き
な
印
象
を
与
え
る
力
が
あ
る
。
一
方
、
「
大
男
人
主
義
」
は
、
日
本
人
に

強
い
興
味
を
抱
か
せ
る
力
も
有
す
る
。

い
だ

　
そ
の
辺
に
、
大
連
女
性
は
、
日
本
人
男
性
の
神
秘
性
を
感
じ
る
の
だ
ろ
う
。

だ
か
ら
、
大
連
で
も
、
日
本
人
男
性
の
人
気
が
あ
る
。
　

　
日
本
人
か
ら
見
る
と
、
日
本
か
ら
近
く
て
、
外
国
語
が
不
得
手
な
日
本
人
男

性
が
、
外
国
人
女
性
と
一
番
簡
単
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
場
所
な

の
だ
。

「
大
男
人
主
義
」
と
日
本
人
男
性
の
人
気
と
は
、
紙
一
重
の
よ
う
だ
。

　
日
本
で
、
厳
し
い
現
実
（
退
屈
な
毎
日
の
生
活
）
に
疲
れ
が
ち
な
人
々
が
潤

い
や
安
ら
ぎ
を
求
め
て
大
連
に
や
っ
て
来
る
。
現
実
に
は
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
オ
ン
リ
ー
の
旅
行
者
が
多
い
。

　
そ
ん
な
人
た
ち
を
「
大
男
人
主
義
」
と
呼
べ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
し
か
し
、
そ
の
潤
い
や
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
し
て
や
ま
な
い
世

界
が
大
連
に
は
あ
る
。

　
大
連
で
は
、
ほ
ん
と
う
に
よ
く
肩
が
凝
る
。
テ
レ
ビ
の
健
康
番
組
で
湿
度
の

低
い
地
方
で
は
肩
が
凝
り
難
い
と
言
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
大
連
に
来
て
か
ら
、

以
前
よ
り
も
肩
こ
り
が
激
し
く
な
っ
た
。

　
そ
の
証
拠
に
、
大
連
の
至
る
と
こ
ろ
で
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
按
摩
の
類
の
店
の
看

板
や
広
告
を
見
る
。
各
病
院
の
中
医
部
門
に
も
、
中
医
の
按
摩
療
法
の
部
署
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
大
連
の
気
候
は
、
年
中
湿
度
が
低
く
て
乾
燥
し
て
い
る
。
夏
で
も
、
日
陰
に

入
る
と
涼
し
く
て
暑
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
。
冬
は
、
風
が
強
く
、
雪
は
降
ら
な

い
。
け
れ
ど
も
、
体
感
温
度
は
非
常
に
低
い
。
こ
の
よ
う
な
気
候
も
、
浪
漫
ロ
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マ
ン
ス
大
連
に
は
ぴ
っ
た
り
だ
。

　
何
回
も
言
う
よ
う
だ
が
、
大
連
に
居
る
と
よ
く
肩
が
凝
る
。

　
中
山
区
の
フ
ラ
マ
南
山
ホ
テ
ル
（
旧
南
山
賓
館
）
の
側
に
「
若
石
足
道
」
と

い
う
名
前
の
按
摩
屋
さ
ん
が
あ
る
。
こ
の
按
摩
屋
さ
ん
は
、
按
摩
だ
け
で
自
社

ビ
ル
を
建
て
た
。

　
こ
の
按
摩
屋
さ
ん
で
知
り
合
っ
た
の
が
、
建
設
会
社
に
勤
務
し
て
い
た
彼
だ

っ
た
。
大
連
で
、
彼
は
人
気
の
あ
る
日
本
人
の
独
り
だ
。
彼
は
、
中
国
語
を
専

攻
し
て
い
た
の
で
、
中
国
語
は
で
き
る
。
ど
の
程
度
で
き
る
の
か
は
分
か
ら
な

い
。
し
か
し
、
彼
は
中
国
語
を
あ
ま
り
話
さ
な
い
。
彼
の
周
り
に
は
、
日
本
語

が
で
き
る
中
国
人
が
集
ま
っ
て
来
る
。

　
そ
の
日
、
彼
は
映
画
を
見
た
。
大
連
の
友
好
広
場
に
あ
る
友
好
電
隠
館
と
い

う
映
画
館
の
同
じ
席
で
、
朝
昼
晩
取
っ
か
え
引
っ
か
え
、
三
人
の
女
性
と
順
々

に
映
画
を
見
た
。
映
画
の
題
名
は
「
シ
ャ
ン
ハ
イ
・

ヌ
ー
ン
」
。
ジ
ャ
ッ
キ
ー
チ
ェ
ン
主
演
だ
。
大
好
き
な
ジ
ャ
キ
ー
チ
ェ
ン
の
映

画
で
も
、
一
日
に
３
回
も
見
る
と
さ
す
が
に
疲
れ
る
。
彼
は
、
三
度
目
の
映
画

を
見
て
い
る
最
中
に
熟
睡
し
た
。
大
連
は
、
こ
ん
な
こ
と
も
可
能
な
街
な
の
だ
。

厳
し
い
現
実
に
疲
れ
が
ち
な
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
が
潤
い
や
安
ら
ぎ
を
求
め
て
大
連

に
や
っ
て
来
る
気
持
ち
も
分
か
る
。

　
昔
、
浪
漫
ロ
マ
ン
ス
大
連
に
「
大
男
人
主
義
」
が
似
合
う
男
が
居
た
。

ダ
ー
ナ
ン
レ
ン
ジ
ュ
ウ
イ
ー

　
彼
は
、
三
味
線
太
郎
と
呼
ば
れ
た
。
三
味
線
太
郎
と
呼
ば
れ
た
理
由
は
、
彼

が
奈
良
連
隊
に
三
味
線
持
参
で
入
隊
し
た
か
ら
だ
。
入
隊
後
、
彼
は
満
州
各
地

の
警
備
に
当
た
っ
た
。

　
当
時
、
満
州
で
は
、
匪
賊
が
増
え
、
略
奪
・
虐
殺
が
横
行
し
て
、
住
民
は
塗

炭
の
苦
し
み
に
喘
い
で
い
た
。

　
彼
は
二
等
兵
で
入
隊
、
除
隊
時
も
二
等
兵
だ
っ
た
と
い
う
兵
だ
。

つ
わ
も
の

　
除
隊
後
、
彼
は
、
家
族
を
日
本
に
残
し
て
開
拓
団
の
団
長
と
し
て
独
り
で
満

州
に
渡
っ
た
。
　

　
広
場
で
銃
殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
白
系
ロ
シ
ア
の
娘
さ
ん
を
銃
殺
か
ら

助
け
た
。
後
に
、
そ
の
娘
さ
ん
が
彼
の
命
を
救
っ
た
。

　
終
戦
の
際
に
、
今
度
は
同
じ
広
場
で
、
開
拓
団
の
団
長
だ
っ
た
彼
は
銃
殺
さ
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れ
そ
う
に
な
っ
た
。
突
然
、
そ
の
娘
さ
ん
が
飛
び
出
し
て
来
て
銃
殺
か
ら
彼
の

命
を
救
っ
た
。

　
そ
の
彼
は
、
孤
児
の
少
女
を
一
人
連
れ
て
引
き
揚
げ
て
来
た
。

み
な
し
ご

　
少
女
を
連
れ
て
帰
っ
て
来
た
彼
に
、
彼
の
家
族
は
冷
た
か
っ
た
。
し
か
し
、

彼
は
一
切
弁
解
し
な
か
っ
た
。

　
彼
は
、
こ
の
少
女
の
身
元
が
分
か
る
ま
で
面
倒
を
見
た
。

　
後
に
、
こ
の
少
女
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
放
送
で
照
会
さ
れ
て
身
元
が
判
明
。

無
事
、
家
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
少
女
の
父
親
は
、
お
医
者
さ
ん
だ
っ

た
。

　
大
連
の
浪
漫
ロ
マ
ン
ス
は
、
時
代
と
共
に
変
遷
し
て
来
た
。

　
私
も
、
大
連
と
い
う
街
に
、
今
の
日
本
で
は
与
え
ら
れ
な
い
安
ら
ぎ
を
与
え

ら
れ
た
ひ
と
り
か
も
し
れ
な
い
。
　

　
し
か
し
、
私
は
新
し
い
安
ら
ぎ
を
求
め
て
「
梅
河
口
（
メ
イ
ハ
ー
コ
ウ
」
」

へ
移
っ
た
。
　
了
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

リリシズム　浪漫ロマンス　色々　大連
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